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学
　
教
　
育
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部
　
国
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科
　
(
四
年
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池
田
静
思
へ

小
山
　
活
へ

土‥'/.-.y-」''小、

曽
木
治
士
へ

中
例
正
I
S
へ

伊
藤
隆
弘
へ

下
田
　
忠
'

西
村
正
範
へ

・
蝣
-
-
/
'
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∵
㌧
己
へ

本
店
知
子
、

今
井
由
企
子
'
砂
古
薄
幸
へ

角
園
征
治
、
芹
生
公
男
、

西
元
正
昭
へ
吾
川
芳
拝
へ

未
宗
邦
夫
へ
杉
原
　
腎
、
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は
じ
妙
に

調
査
の
日
的

調
査
の
期
日
と
対
象

調
査
の
準
佑

調
査
の
方
法

調
査
の
契
既
と
結
果

H
調
査
の
契
頃

日
調
査
の
結
果

A
話
の
内
容
の
分
析

r
t
 
r
-
i
の
-
"
Z
Z
C
ふ
.
i
E
天

b
　
文
・
文
節
・
単
語
の
数
お
よ
び
文
構
造

o
 
W
Z
'
Z
に
.
(
ら
れ
る
叫

d
　
-
り
か
え
し
・
い
い
か
え

e
　
応
軸
㌫
一
蝣
i
'
V
;

B
　
話
し
方
の
評
価

a
　
話
し
方
の
評
価
結
果
一
覧
表

b
　
話
し
方
の
評
価

六
　
謂
正
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C
付
の
U
i
」
と
<
;
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ほ
じ
の
に

わ
た
し
ど
も
は
、
一
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
昨
年
の
九
月
ま
で
お
よ
そ
一
か
年

に
わ
た
っ
て
'
毎
週
一
時
間
'
付
属
小
学
校
間
語
部
の
小
川
・
大
西
・
今
石
・

三
原
の
各
先
生
な
ら
び
に
野
地
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
に
'
付
属
小
学
校
の
国

1
^
0
'
こ
叫
'
・
.
'
1
-
7
"
i
'
蝣
*
試
し
へ
　
　
　
六
・
日
∵
[
r
J
「
つ
け
て
j
f
,
ま
し
た
。

授
業
の
流
れ
を
紋
摂
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
ヘ
ル
舘
属
人
の
詩
し
こ
と
は



の
班
顎
へ
妹
を
拒
め
た
わ
た
く
し
た
ち
は
'
四
月
に
な
っ
て
ひ
と
つ
の
紋
摂
日

・

.

'

_

 

'

*

　

'

-

　

　

　

.

　

　

　

:

　

　

　

　

　

　

t

"

・

こ
∴
r
J
I
∴
、
∴
∴
.
・
1
「
言
し
こ
'
J
i
:
c
^
;
-
J
 
L
工
に
巾
誉
聖
・
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i
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V

い
る
こ
と
を
思
え
ば
,
児
&
:
e
話
し
こ
と
ば
の
u
>
態
を
調
恋
し
へ
分
析
・
考
察

を
加
え
る
こ
と
は
'
「
話
し
こ
と
ば
の
望
巳
の
た
め
の
甚
だ
的
な
作
業
と
し

て
'
当
然
要
求
さ
れ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
.

わ
た
く
し
ど
も
は
、
こ
の
よ
-
な
設
問
を
も
っ
て
行
な
っ
た
輿
態
調
査
の
分

析
結
果
雪
　
つ
ぎ
に
報
告
し
ま
す
。

な
お
,
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
'
広
島
大
学
教
育
学
部

付
属
小
学
校
の
小
川
利
雄
・
大
西
久
一
・
今
石
先
天
・
三
原
柘
附
・
岡
部
充
男

田
辺
二
の
諾
先
生
の
ご
指
導
と
ど
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
O
記
し
て

深
く
縛
謝
申
し
あ
げ
ま
す
〇

一
調
査
の
目
的

独
話
に
お
け
る
児
霞
の
話
し
こ
と
ば
の
撃
旨
帽
を
と
ら
え
へ
児
童
の
話
し

こ
と
け
E
.
;
'
-
r
-
黙
(
J
/
r
v
r
S
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-
-
蝣
-
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C
J
〇

二
　
∴
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期
日
　
昭
和
三
十
五
空
ハ
月
二
十
九
日
　
(
水
)
　
午
前
九
時
-
九
時
四
十
五
分

(
○
印
の
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
九
時
五
十
五
分
～
十
時
四
十
分
)

対
象
　
広
島
大
学
聖
=
学
部
付
抗
小
学
校
児
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-
五
年
二
部
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へ
六
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こ
て
へ
次
の
よ
う
　
　
　
　
　
　
㌣

a
f

4
月
2
7
日
水
　
調
査
を
行
な
う
こ
と
の
捉
案
が
あ
っ
た
。

、
′
し

ヽ
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5
月
1
日
水
　
元
方
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蝣
蝣
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叶
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し
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も
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つ
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L
T
月
日
日
水
　
羽
衣
方
法
*
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独
話
の
形
式
で
発
表
さ
せ
る
」
形
式
を
一
応
採
用
し
た
。
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す
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に
へ
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(土)(土)(水)

蝣
t
-

!
1
3
両
む
小
i
'/
,
」
-
:
¥
P
立
案
し
た
。

計
画
原
案
を
検
討
し
た
。
分
析
の
班
点
を
整
備
し
'
「
話
し

合
い
に
よ
る
感
恕
発
表
」
の
形
式
も
原
案
の
一
つ
に
加
え

た
。
計
E
i
.
i
.
t
?
:
.
(
り
^
・
・
f
c
i
^
-
'
J
i
.
i
.
-
i
i
.
C
⊥
/
i
.
…
㍗
注
に
し
た
。

使
用
す
る
「
物
語
」
に
つ
い
て
枚
討
し
た
。

醇
二
次
案
を
立
て
る
。
1
_
話
し
合
い
形
式
の
方
法
を
椅
討
し

た
。



ヽ
~
ノ

6
月
c
c
日
水(^

^

6
月
1
 
1
日
土

n
l
し
い

)

6

月

1

 

5

日

水

t-Hu

ヽ
~
ノ

6
月
は
日
土
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物
語
の
選
定
委
員
を
決
め
た
。

独
話
と
話
し
合
い
を
組
み
合
わ
せ
る
形
式
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
。

話
し
合
い
形
式
に
よ
る
は
あ
い
の
グ
ル
ー
プ
構
成
を
ど
う
す

る
か
検
討
し
た
。

叩
r
.
1
1
!
K
t
」
一
‥
c
J
-
M
v
:
己
た
J
J
-
/
I
)
訳
?
.
'
蝣
'
・
方
法
を
中
心
に
杓
討

を
加
え
へ
開
く
態
度
、
話
す
態
度
の
観
察
を
主
眼
と
す
る
敏

票
表
を
作
成
し
た
o

物
語
遠
足
委
員
か
ら
の
提
案
を
検
討
し
'
物
語
は
「
ご
ん
ぎ

つ
ね
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
観
察
表
の
-
ち
'
聞
く

態
霞
は
撰
察
項
目
か
ら
除
外
し
た
。

、
-
ノ
)

実
施
期
日
蝣
H
'
H
日
水
を
予
備
テ
ス
ト
に
あ
て
へ
2
9
日
水
を

′
_
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′
_
、

n
r
r
正
目
-
>
>
?
;
.
圧
し
た
。

予
櫓
テ
ス
ト
は
行
な
わ
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
。

独
話
形
式
を
最
終
的
に
採
用
す
る
こ
と
と
し
へ
発
表
方
法
を

再
検
討
し
た
。

訳
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式
は
'
「
中
¥
V
に
」
(
半
日
)
に
氾
氾
さ

れ
た
も
の
に
従
っ
た
。

ヽ
.
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輿
施
方
法
の
最
終
的
決
定
を
行
な
い
へ
期
日
は
2
9
日
水
と
確

′
.
I

1
-
)
し
た
。

促
E
す
る
物
語
と
し
て
'
「
ど
ん
ぎ
っ
ね
」
は
長
す
ぎ
る
た

め
へ
他
の
物
語
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
o

物
語
を
「
仁
兵
術
学
校
」
と
決
定
し
'
凱
i
J
a
封
も
決
定
し
た
。
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六
台
・
視
察
用
紙
一
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枚
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調
査
上
の
役
割
を
決
定
し
,
そ
れ
ぞ
れ
に
人
数
を
分
担
し

た
。(
録
音
・
誘
導
(
担
任
の
先
生
が
行
な
っ
て
も
可
)

記
・
n
i
l
 
r
サ
J
V
l
‥

調
査
契
施

四
　
調
査
の
方
法

物
語
を
朗
読
し
た
の
を
録
音
し
て
お
き
、
そ
れ
を
聞
か
せ
て
'
物
語
の
内
容

に
つ
い
て
へ
独
話
の
t
-
~
'
八
で
u
-
'
F
-
h
-
J
i
-
r
.
十
で
t
J
せ
た
。
そ
れ
を
'
二
つ
0
-
^
-
 
'
,
思
に

わ
け
て
検
討
を
加
え
た
。
一
つ
は
'
発
表
の
態
髭
に
つ
い
て
で
あ
り
'
こ
れ

は
'
後
に
見
る
よ
-
な
紋
点
に
よ
っ
て
'
一
名
の
班
撰
者
が
評
価
し
た
O
他
の
　
　
l

一
つ
は
'
発
表
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
'
こ
れ
は
へ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
　
那

で
∵
'
.
.
∴
'
サ
i
'
-
/
'
V
-
J
-
-
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ら
分
析
し
た
。

蝣
'
蝣
・
i
-
　
的
語
は
&
<
蝣
I
V
 
C
E
r
H
で
な
い
ォ
<
:
ゥ
:
二
㌫
H
 
H
C
ふ
t
-
t
い
-
,
;
(
-
・

r
J
で
き
る
だ
け
&
」
¥
J
托
す
る
・
,
'
O
'
-
>
J
い
・
蝣
<
-
S
>
.
W
!
i
よ
っ
て
、
寸
1
J

省
三
の
「
仁
兵
朽
学
校
」
を
選
び
、
女
声
で
ふ
き
こ
ん
だ
。

2
　
各
学
年
を
通
じ
て
、
同
一
の
こ
と
を
行
な
っ
た
O

五
　
調
K
C
S
'
E
j
-
し
代

目
調
査
の
穴
隙

実
施
当
日
'
十
八
名
の
も
の
が
'
前
日
の
酎
記
に
従
っ
て
へ
各
学
年
一
二
名
ず

つ
に
わ
か
れ
て
'
そ
れ
<
v
z
一
　
　
%
.
」
C
H
i
i
品
、
W
:
h
t
」
‥
汁
で
は
1
-
.
 
'
:
i
*
V
|
-

を
か
ね
た
。
)
記
録
へ
硯
窮
の
任
に
あ
た
っ
た
。
ま
ず
'
左
の
と
お
り
祇
讃
し
た
。



つ
い
で
'
今
か
ら
'
物
語
を
聞
い

て
も
ら
-
が
、
そ
の
あ
と
で
聞
い
て

感
じ
た
こ
と
へ
思
っ
た
こ
と
を
発
表

し
て
も
ら
-
か
ら
と
の
注
意
を
与
え

て
'
録
音
を
開
か
せ
た
O
　
メ
モ
は
と

っ
て
も
よ
-
'
発
表
の
と
き
に
も
持

っ
て
出
て
も
よ
い
こ
と
に
し
た
。

(
た
だ
七
分
折
の
対
象
と
は
し
な

か
っ
た
。
)

録
音
係
は
録
音
機
を
操
作
し
へ
ま

た
'
発
表
の
誘
導
ま
た
は
、
そ
れ
を
た
す
け
た
。
記
録
係
は
、
録
音
か
ら
の
文

字
化
を
助
け
る
た
妙
に
へ
糞
言
の
内
牢
な
ど
を
で
き
る
だ
け
記
録
し
た
.
視
察

係
は
'
「
話
し
方
の
観
察
用
紙
」
に
記
入
し
た
C

八
に
S
^
!
i
は
い
っ
た
-
l
i
 
L
蝣
}
L
だ
蝣
*
"
'
"
-
-
.
川
と
し
て
・
-
-
U
L
,
し
た
も
C
圭
」
村
石
す

る
形
を
と
り
、
何
度
で
も
発
宍
で
き
る
こ
と
に
し
、
す
べ
て
録
音
し
た
。
だ
が
'

は
じ
め
の
十
名
の
み
を
分
析
の
対
象
と
す
る
た
め
に
、
十
名
の
発
表
が
終
わ
る

ま
で
は
'
再
発
表
さ
せ
な
か
っ
た
。

な
お
へ
　
二
年
お
よ
び
六
年
は
'
録
音
概
の
回
転
数
が
合
わ
な
か
っ
た
た
め
に

へ
第
二
時
限
に
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果

話
の
内
容
の
分
析

a
　
話
の
内
容
分
析
表

二
部
一
年

(
文
数
間
の
下
の
数
字
は
学
年
全
文
の
通
し
番
号
)
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ト
キ
e
i
r
.
r
i
u
i
r
;
芯
人
で
あ
っ
た
。

女

9　8　7　6　5　4　3　2

4　2　1　2　1 4　1　6

8　6　3　4 1 9　2 ll

埠JflJll付言　巾坪印
iS

オ
コ
テ
レ
タ
。

彪
t
a
i
i
K
l
i

カ
t
l
ラ
シ
テ
モ
ラ
ッ
ク
。

!
9
S
E

オ
ワ
リ
ノ
ト
キ
。

ワ
t
¥
レ
タ
。

オ
コ
テ
レ
タ
ト
キ
。

マ
ダ
オ
そ
シ
ロ
イ
ト
n

p
ガ
ア
ッ
ク
コ
。
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1817161514　　1312 i ll 10

6　3　3　1　7　　　2　1　　　S 1

14　5　3 1 10 : 2 1　18　2

単語
m

タ
ケ
ウ
マ
ネ
。

タ
ケ
ウ
マ
ヲ
ホ
-
リ
コ
ン
グ
。

(　　　　(　　　(　　′`ヽ

aip.語'n畔　　語餌
ー一文文　　　　文

ヽ、_一　　ヽ_-′

ナ
ィ
。

モ
ー
ナ
ィ
。

カ
キ
ノ
キ
カ
'
・
"
>
ッ
'
/
.
 
-

ア
ノ
ー
。

ア
ノ
ー
ウ
マ
ウ
マ
。

ア
ノ
ー
カ
キ
ガ
ナ
イ
ヨ
ウ
。

感
想
な
し

柿
の
木
を
か
じ
っ
た
こ
と

`
竹
馬
に
つ
い
て
・

9 1　　　　　4 :　(T)

28272625　　24232221 20 19

1 1 1 1　　1　4　1　4　1 3

2　2　4　2　　　3　7　1　5　2　5

一・・ヽ　J'T

単単冨吾単単単
文一一

匂う.語斗:. m
vl

イ
シ
ニ
カ
ク
レ
ク
。

j
E
X
X
a

ツ
イ
デ
セ
ン
セ
ー
ガ
。

ホ
-
ヨ
。

ニ
コ
ニ
コ
シ
テ
タ
。

ワ
カ
ラ
ン
ノ
ー
ソ
。

ワ
カ
ラ
ン
。

ワ
カ
ラ
ン
ノ
ン
ジ
ャ
ー
。

サ
ク
ラ
イ
セ
ン
セ
-
ガ
。

ワ
カ
ラ
ン
。

授
業
中
技
け
出
し
た
こ
と

桜
井
先
生
?

93

オ
ノ
セ
イ
ジ
。

セ
ン
セ
イ
ガ
マ
ド
カ
ラ
チ
テ
キ
タ
ラ
ポ
ー
ヤ
ガ
ア
レ

シ
タ
ン
コ
。

イ
シ
ノ
カ
ダ
ニ
カ
ク
レ
ク
。

生
徒
が
窓
か
ら
逃
げ
て
先
生
に
見
つ
か
っ
た
.
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一

　

部

　

　

三

　

　

年

,発
1　層言
i:、者

*・蝣

文
数
l
文
節
数
音
数

求

t
i
l
　
　
廿
　
　
の
　
　
I
'
.

3　2　1

ア
ノ
ネ
、
エ
ー
ト
へ
　
ト
ヒ
カ
ズ
ヨ
シ
。

蝣

s

S

a

g

厄

e

r

o

奴

x

　

-

抗

K

K

W

B

3

抱

s

m

先
生
(
桜
坪
先
生
)

子
ど
も
た
ち
の
し
か
え
し



女

101



一

　

部

　

　

四

　

　

年

文
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女

未



女

CT)　　　　　　　　　　(T)5

131211 10　　　9　8　7　6　5

20　7 13 19　　　2　22 16 10　3

34 142631　　4　843321 5

′~ヽ

星r.i亨y Vd nt
lヽ一′

エ
へ
ッ
　
(
問
)
　
ト
オ
ー
。

ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

イ
タ
ブ
。

モ
ー
ア
リ
マ
セ
ン
ツ
。

オ
モ
シ
ロ
イ
。

ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

(
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。
)

ス
ル
・
L
コ
P
。

桜
井
先
生
(
ニ
コ
ェ
コ
)

ク

窓
か
ら
飛
び
田
し
た
こ
と

高
い
竹
馬
を
つ
-
つ
て
い
は
っ
て
い
る
こ
と

に
い
此
-
j
*
,
t
j
.
:
二
二
コ
ニ
コ
)

話
全
体

へ
の
へ
の
も
へ
の
紙
を
口
に
入
れ
た
こ
と

オ
モ
シ
ロ
イ
。

オ
そ
イ
マ
シ
タ
。

竹
馬
の
三
日
坊
主

柿
の
木
の
皮
を
か
じ
っ
た
こ
と

1C4

-
s
サ
サ
-
　
-
-
M
.
M
M
-
-
サ
a

オ
カ
シ
ク
ナ
ッ
テ
シ
マ
イ
マ
ス
。

小
さ
い
学
校

落
書
き
を
し
て
い
て
先
生
が
そ
-
と
や
っ
て
き
た
時

の
租
を
思
い
出
し
て

男

3　　CT)(T)

25　24　　23　2221-20 19 18

9　34　　　29 14 13 17 13 10

1065　　45 27 243022 16

・
L
オ
モ
イ
マ
ス
。

ト
オ
モ
イ
マ
ス
。

ト
オ
モ
イ
マ
ス
。

ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

ト
フ
シ
ギ
ニ
オ
モ
ウ
ク
ラ
イ
デ
ス
。

的

3

萄

E

a

s

ト

オ

モ

イ

マ

シ

タ

。

ニ

コ

ニ

コ

シ

テ

イ

ル

ノ

ニ

'

デ

。

話
全
体

昔
の
学
校
、
田
舎
者

(
…
'
蝣
:
蝣
・
:
)
　
R
H
r
;
r
v

5
S
C
^
,
V
:
E
で
は
が
し
た
こ
と

栓
の
先
生
だ
の
に
や
さ
し
い

桜
井
先
生
は
し
ん
そ
こ
に
こ
に
こ
し
て
い
る
。

叶
に
1
蝣
:
<
?
-
:
蝣
蝣
;

樟
井
先
生
(
ニ
コ
ニ
コ
)



男

重
1
複

重
1
抜

ト
・
T
・
モ
イ
V
蝣
;
.
"
-

ト

オ

モ

イ

マ

シ

タ

o

ト
イ
ウ
コ
ト
。

帽
㌫
i
ォ
i
a
サ
M
i

ヤ

ッ

パ

リ

シ

ン

パ

ィ

。

ト
十
モ
イ
v
・
-
蝣
・
"
.
 
Q

ト

オ

モ

イ

マ

ス

。

ト
十
モ
イ
v
蝣
;
>
々
0

ト

オ

モ

イ

マ

シ

タ

.

ト
ナ
モ
イ
T
,
・
.
;
サ
'
/
.

ト
十
・
,
 
'
j
イ
V
 
K
-

T
n
ク
ワ
カ
リ
マ
ス
O

生
徒
が
立
た
さ
れ
て
い
る
。

由
三
の
こ
と

由
三
が
石
の
傍
に
隠
れ
た
こ
と

立
た
さ
れ
た
こ
と

(
自
分
の
こ
と
)

小
さ
蝣
i
i
t
十
に

桜
井
先
生

知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
禿
頭
の
歌
を
う
た
-
o

窓
か
ら
飛
び
出
し
た
こ
と

竹
馬
の
三
日
坊
主

生
徒
た
ち

窓
か
ら
と
び
出
す
-
柿
の
木
を
枯
ら
す
.
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0

ウ
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46　　3545　　　2　2223
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祖　　t-1　　1)¥蔓ii tサ

文

ト
オ
モ
ツ
タ
。

ト
オ
モ
ッ
タ
。

ソ
レ
ク
ラ
イ
。

帽

E

r

a

s

ト
オ
モ
イ
マ
ス
。

未

感
　
　
想
　
　
の
　
　
対
　
　
象

学
校
柿
の
木

窓
に
あ
げ
て
も
ら
っ
た
こ
と

㌃
ン
シ
ソ
ヂ
キ
ナ
ィ
。

学
校
、
生
徒



女

100

b
　
文
・
文
節
・
印
譜
の
数
お
よ
び
文
構
造

ま
ず
'
こ
こ
で
は
'
各
学
年
一
人
の
話
者
が
'
ど
の
く
ら
い
の
文
の
数
で
話

し
た
か
へ
　
そ
の
文
は
ど
の
粁
圧
の
長
さ
の
も
の
か
'
そ
の
文
の
構
造
は
ど
う

か
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
上
-
。

い
各
学
年
一
人
の
話
者
が
ヘ
ビ
の
-
ら
い
の
文
の
数
で
話
し
た
か
。
<
資
料

'
C
L
」
>

資
料
A
に
お
い
て
'
二
年
生
の
一
人
平
均
の
文
の
数
が
「
二
で
最
も
少
な

い
の
は
'
司
会
者
の
助
言
な
り
'
誘
導
な
り
が
な
さ
れ
ず
に
'
生
徒
た
ち
が
'

つ
ぎ
つ
ぎ
に
一
文
な
い
し
二
文
で
感
想
を
述
べ
た
結
果
に
よ
る
。
そ
う
し
た
調

査
上
の
異
同
へ
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
学
級
の
性
柁
・
ふ
ん
い
き
'
そ
の
他
を

考
隠
す
る
と
、
学
年
別
の
比
較
は
さ
し
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
が
'
二



数　<資料A>

資
料
A
に
お
い
て
'
一
人
平
均
の
文
の
数
が
最
も
多
い
の
は
'
一
年
生
で
あ

る
が
へ
そ
の
各
文
の
長
さ
は
'
資
料
B
の
一
文
に
つ
い
て
の
平
均
文
節
数
に
よ

っ
て
ど
C
'
"
i
t
提
?
,
?
0
-
f
.
圭
∵
ハ
蝣
f
;
る
ー
'
,
 
'
蝣
"
>
蝣
'
i
.
;
一
文
;
I
つ
い
て
≡
蝣
l
i
い
し
ロ
サ
ハ

n
t
ォ
S
'
j
-
f
U
:
七
な
い
し
へ
　
∵
-
>
;
:
;
蝣
3
ご
れ
て
い
る
こ
し
J
-
1
-
.
わ
蝣
f
)
一
3
.
台
に

多
い
五
年
生
は
一
人
平
均
三
な
い
し
四
文
八
軒
料
A
V
で
話
し
、
そ
の
魯
文

は
'
一
文
に
つ
き
へ
平
均
十
八
の
文
飾
<
托
料
B
V
t
平
均
三
十
二
な
い
し
三

文
な
い
し
四
文
が
'
小
学
校
の
感
想
発
表
の
さ
い
の
普
通
の
文
の
数
で
あ
る
と

い
っ
て
も
、
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。

耽
一
文
の
長
さ
ほ

ど
の
-
ら
い

か
。
<
資
料
B
・

o
」
2
-
:
>文節の放　く資料B>

(ド."f^.finコ・''カ)

単語の敷く資料C>
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十
三
の
単
語
<
資
料
c
V
で
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
O
一
年
生
は
文
の
数

こ
そ
多
い
が
'
話
し
こ
と
ば
の
立

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
あ

る
。
今
'
各
学
年
十
人
が
話
し
た

陀
ナ
i
i
-
L
i
-
 
'
1
蝣
)
'
蝣
:
-
 
'
+
5
け
て
、
苗
十
年
の

詣
し
こ
と
'
i
i
O
持
m
比
L
k
-
こ
こ

ろ
み
る
と
'
次
表
の
よ
-
で
あ
る
。



こ
れ
に
よ
る
と
五
年
姓
が
か
な
り
の
先
を
話
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六

r̂什'蝣ft '十人C4- '-', -蝣'*-?いえけ'二.ii-Ji;*-三年投上= '*・r LJ'ヤLfJいの. ''"

文
節
数
に
お
い
て
多
い
の
は
'
そ
れ
だ
け
長
い
文
を
話
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
資
料
の
範
的
内
に
お
い
て
は
'
学
年
が
進
む
に
従
っ
て
へ
　
は

蝣
:
:
'
I
I
＼
∴
つ
い
て
　
　
川
:
]
・
文
㌫
・
J
に
日
加
り
;
2
E
i
s
;
白
、
:
m
f
て
'

短
い
文
か
ら
長
い
文
と
な
り
'
特
に
三
年
生
と
E
l
年
生
と
の
問
に
、
か
な
り
ひ

ら
き
が
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
-
0

こ
こ
で
各
学
年
か
ら
一
文
ず
つ
.
'
各
学
年
の
一
文
の
平
均
文
節
数
に
近
い
も

の
を
あ
げ
て
お
く
。

一
年
生
∧
一
文
の
平
均
文
節
蚊
　
三
・
四
八
>

ソ

レ

カ

ラ

　

ワ

カ

ラ

ン

ヨ

　

ナ

ッ

ク

。

二
年
生
∧
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
五
・
七
〇
∨

サ

ク

ラ

イ

セ

ン

七

イ

ワ

　

ド

-

シ

テ

　

ム

チ

ヲ

　

モ

ッ

テ

　

イ

ル

ノ

カ

ナ

ト

一

I

I

"

三
V
-
Z
-
,
'
ハ
　
　
・
.
　
　
　
　
　
石
・
1
ニ
!
_
,
:

コ
ド
モ
タ
チ
ガ
　
シ
カ
テ
ン
ヲ
　
ス
ル
　
シ
カ
タ
ガ
　
オ
モ
シ
p
カ
ツ
タ
。

四
年
G
.
∧
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
一
三
・
九
〇
>

ソ

レ

カ

ラ

　

ワ

タ

シ

タ

ナ

ノ

　

ガ

ツ

コ

-

ワ

　

ヒ

ト

ツ

ノ

　

ク

ミ

ニ

　

ヒ

ト

ツ

ズ

ツ

　

キ

ョ

-

シ

ツ

ガ

　

7

ル

ノ

デ

ス

ガ

　

コ

ノ

　

ニ

へ

-

ガ

ツ

コ

ー

ワ

　

ヒ

ト

ツ

ノ

　

キ

。

-

シ

ツ

シ

カ

　

ナ

イ

ノ

デ

　

カ

ワ

イ

ソ

ー

ダ

ナ

ト

　

オ

モ

イ

マ

、
シ
タ
。

五

年

生

∧

　

　

　

ク

　

　

　

　

一

八

・

〇

〇

∨

ソ
レ
カ
一
フ
　
ヨ
シ
ゾ
-
　
ゲ
ン
コ
-
　
サ
ク
ジ
ナ
ド
ワ
　
ト
テ
モ
　
ワ
ン
バ
ク

ボ
-
.
.
ス
デ
　
ア
ル
ヒ
　
ガ
ツ
コ
ー
カ
ラ
　
ト
ビ
ダ
シ
テ
　
ア
ノ
ー
　
ア
ッ
チ
ノ

ホ
-
エ
　
イ
ッ
タ
　
コ
ト
ナ
ド
　
ト
テ
モ
　
ト
テ
モ
　
ユ
ー
キ
ガ
　
ア
ル
ト

オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

六

年

生

∧

　

　

　

ク

　

　

　

　

一

五

・

七

〇

∨

コ
ノ
　
ホ
-
ソ
ー
ダ
キ
ニ
ワ
　
ト
コ
P
ド
コ
　
ロ
ニ
　
ホ
-
ダ
ソ
ガ
　
ヂ
テ
　
イ

ル
ノ
デ
　
コ
ノ
　
:
　
へ
-
ガ
ッ
コ
-
ノ
　
ア
リ
ノ
マ
マ
ノ
　
コ
ー
ス
ガ
　
m
ク

ヂ
テ
　
ィ
ル
ト
　
オ
モ
イ
マ
ス
。

ぽ
魯
文
の
構
造
は
ど
-
な
っ
て
い
る
か
O
<
資
料
D
参
照
∨

丈　のi'j Jl」 'U、1斗r'>

(カツコ内は}<-セント)

∠ゝ
日

単
文
の
使
用
は
'

減
少
し
'
複
文
は
'

文文f&
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六
五
・
i
n
ハ
-
セ
ン
ト
の
一
年
生
か
ら
'
学
年
順
に
ほ
ぼ

二
年
生
を
除
い
て
'
だ
い
た
い
増
加
し
て
い
る
。
話
し
こ

・
.
.
ふ
.
.
∴
は
'
∵
∴
　
　
　
　
∵
t
 
t
　
∴
;
:
.
,
 
'
.
 
<

複
文
の
型
に
向
か
-
と
資
料
D
に
即
し
て
い
-
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
㍗

:

　

:

・

、

　

　

　

.

・

'

.

'

I

い

　

1

・

1

・

・

　

　

∵

∴

　

　

　

ハ

　

　

　

　

あ



る
。糾

補
　
足

資
料
B
・
C
に
お
い
て
'
四
年
生
の
と
ろ
に
の
み
カ
ツ
コ
が
あ
る
の
は
'
話

者
の
-
ち
,
一
人
だ
け
へ
一
文
を
七
〇
の
文
節
と
一
一
二
九
の
単
語
で
話
し
た
も

の
が
あ
り
,
そ
の
糟
殊
性
を
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
'
カ
ツ
コ
内
は

.
o
r
'
0
-
,
r
[
j
ォ
.
6
'
ア
た
u

c
　
文
接
続
に
み
ら
れ
る
特
徴

わ
た
く
し
ど
も
は
、
さ
き
に
,
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
、
一
文
の
長
さ
が
長

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

・

蝣

I

l

'

1

-

-

1

　

*

,

∵

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

∵

　

'

-

-

f

*

'

.

'

*

,

 

'

と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
,
な
ぜ
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
長
い
文
に
な
る
の
で
あ
ろ

・

>

・

'

・

f

　

∵

.

・

・

・

　

　

　

　

　

-

:

1

・

 

'

　

　

　

∴

・

・

　

　

　

了

・

'

1

'

.

'

-

'

*

;

・

'

・

学
年
に
わ
た
っ
て
み
る
こ
と
が
の
ぞ
せ
れ
る
が
'
繁
雑
に
な
る
の
で
'
二
年
、

四
年
,
六
年
に
供
応
を
し
ぼ
っ
て
考
㌫
を
す
る
O

[

.

,

-

,

.

.

.

・

∵

は
な
し
た
文
の
数
の
平

均
を
み
る
と
'
二
年
は

六
年
の
二
倍
強
で
あ

る
O
す
な
わ
ち
'
低
学

年
に
な
る
と
ブ
ツ
プ
ツ

と
文
を
切
っ
て
文
数
を

多
く
L
t
高
学
年
で
は

接
続
助
詞
の
使
用
に
よ

っ
て
長
い
文
を
は
な
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

接
続
助
詞
と
い
っ
て
も
、
と
く
に
r
と
」
の
使
用
が
め
だ
っ
て
い
る
。
二
年

生
で
は
一
三
の
-
ち
一
〇
は
r
と
」
で
あ
る
。
各
学
年
で
全
撰
統
助
詞
に
対
す

る
「
と
」
の
使
用
を
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
ら
わ
す
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
.
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六　四二

年年年

三三七
五　八　七

5lEl

m
ヽ..一l

/Hi 'ii C-

かで　の　と
ら　も　に'

年

一
〇
一

〇
　
(

〇
一
〇
一

ほ
[
S
f
S
E
涙
旧
蝣
-

り
す
る
こ
と
は
'
学
年

V
i
^
'
i
i
り
勺
に
つ
れ
て
f
f
i
/

続
助
詞
の
使
用
が
多
い

と
い
-
こ
と
で
あ
る
。

し
か
る
に
へ
一
個
人
の

各
学
年
と
も
'
「
と
」
の
便
E
は
'
め
だ
っ
て
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
と
し

ー
'
文
を
良
く
す
る
役
割
と
し
て
'
さ
ほ
ど
苗
嬰
祝
さ
れ
な
い
。
な
ん
と
な

れ
ば
'
「
と
」
の
使
用
は
'
「
-
I
と
思
い
ま
す
。
」
の
均
合
が
大
部
分
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
-
に
考
え
る
と
'
二
年
生
で
接
続
助
詞
を
用
い
て
文

を
長
く
し
て
い
る
と
い
-
こ
と
は
'
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

念
の
た
め
へ
各
学
年
で
'
も
っ
と
も
長
い
文
を
引
用
し
て
お
く
。
高
学
年
に

な
る
に
つ
れ
て
、
摂
統
助
詞
の
使
用
が
多
い
こ
上
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
O



〇
二
年
生
の
例

イ
チ
'
バ
ン
オ
ワ
リ
二
,
ニ
コ
L
三
シ
L
か
一
L
,
ハ
ゲ
ア
タ
マ
ト
ツ
ケ
タ
ト

コ
ロ
ガ
'
オ
モ
シ
p
ク
カ
ケ
テ
ィ
マ
ス
。

〇
四
年
生
の
例

ソ
レ
ト
'
ア
ノ
ダ
レ
カ
ヒ
・
L
・
ガ
イ
ツ
タ
ア
ト
、
マ
ル
タ
マ
ク
ン
ガ
イ
ッ
タ
冒

ー
ニ
へ
ダ
レ
ダ
レ
ガ
イ
イ
マ
シ
タ
ト
ツ
ケ
テ
モ
イ
イ
ン
デ
ス
ガ
、
ア
ノ
チ
ガ

ッ
タ
へ
モ
シ
ゲ
ン
コ
-
ナ
ラ
グ
ソ
コ
ー
ダ
ケ
ノ
ヤ
ク
メ
オ
シ
テ
ィ
ノ
ー
ヒ
ト

ヲ
'
ア
ノ
チ
ガ
ッ
ク
ビ
ト
ニ
シ
タ
ラ
イ
イ
ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ
。

〇
六
年
生
の
例

ア
ノ
ワ
タ
シ
タ
チ
ノ
ネ
'
ト
テ
モ
エ
ー
ソ
-
ゾ
-
デ
キ
ナ
イ
T
n
l
ナ
コ
ト

ヲ
ネ
'
ミ
ン
ナ
セ
-
ト
タ
チ
ガ
ヤ
ッ
テ
ィ
テ
、
ソ
レ
デ
セ
ン
セ
イ
モ
,
モ
ー

ス
r
l
シ
ネ
'
ア
ノ
チ
ユ
ー
イ
シ
テ
ネ
'
デ
へ
サ
ン
ジ
ュ
ー
ニ
ン
モ
コ
ド
モ
ガ

°
°
ィ
ル
ノ
l
L
'
タ
ツ
タ
ヒ
ト
リ
ノ
セ
ン
セ
-
〆
ト
ユ
ー
ノ
ネ
'
ヤ
ッ
バ
リ
イ
ナ

ヵ
ダ
カ
ラ
ト
オ
モ
ウ
ケ
ド
ネ
'
ヤ
バ
リ
モ
ー
ヒ
ト
リ
ク
ラ
イ
セ
ン
セ
-
ガ
イ

タ
ッ
チ
、
イ
タ
ラ
イ
イ
ト
オ
モ
ウ
。

○
述
用
形
で
つ
づ
け
る
も
の

e
.

°
°
°
°
°

ニ
へ
-
ガ
ッ
コ
ー
ト
ユ
ー
・
L
コ
P
ワ
タ
イ
へ
ン
オ
モ
シ
p
オ
、
カ
キ
ノ
キ

ニ
カ
ジ
リ
ツ
イ
タ
ノ
ガ
-
・
・
・

連
用
形
で
一
時
文
を
中
止
し
'
つ
ぎ
に
発
展
さ
せ
る
と
い
-
の
が
右
の
例
で

A
>
*
サ
'
小
∴
∴
・
・
'
1
.
_
蝣
'
・
-
い
、
'
"
'
'
*
-
,
'
-
-
T
¥
蝣
'
'
-
'

.

.
'
!
-
'
.
*
・
蝣
-
:
蝣
蝣
し

い
-
方
法
は
'
ぜ
ひ
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
へ
こ
こ
で
も
そ
う
い
う
斑
点

を
さ
だ
の
た
の
で
あ
る
が
'
結
果
は
期
待
し
た
も
の
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

類
例
が
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
.
わ
ず
か
に
六
年
生
に
お
い
て
二
例

み
ら
れ
る
の
み
で
'
四
年
生
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
o

こ
れ
t
r
?
」
と
は
t
 
H
t
把
門
'
.
-
-
p
.
1
j
め
く
す
<
,
*
蝣
」
蝣
洋
る
こ
J
J
V
i
'
小
ナ

生
に
は
無
印
で
あ
る
こ
と
を
元
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
小
学
生
に
お
い
て
は

い
一
‥
・
お
う
サ
ハ
;
-
B
二
'
-
>
1
三
て
t
も
<
-
%
'
!
=
?
て
r
一
「
竃
は
じ
ゃ
ハ
>
i
/
一

∴

'

,

.

.

'

　

I

　

　

　

　

'

・

'

'

・

.

　

・

t

∵

　

　

∴

　

　

　

　

∴

'

.

.

‥

,

か
る
o
つ
ま
り
.
は
っ
き
り
と
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
形
の
も
の
が
な
く
て

は
'
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
o

d
く
り
か
え
し
・
い
い
か
え

<
児
童
の
話
し
こ
と
ば
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た
い
く
ら
か
の
興
味
あ
る
現
象
∨

以
下
に
述
べ
る
こ
と
が
ら
は
'
一
つ
の
斑
点
を
班
守
し
て
分
析
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
O
一
定
の
駅
点
か
ら
分
析
す
る
と
い
-
こ
と
は
'
望
ま

し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
際
は
'
そ
れ
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
と
,
よ

り
一
-
-
蝣
Z
'
-
J
化
の
川
蝣
)
 
'
-
j
J
T
」
;
山
に
　
す
こ
と
へ
r
:
-
:
;
:
;
;
か
t
r
t
7
"
"
!
i
-
C
-
<
よ
う
な

を
こ
こ
ろ
み
へ
こ
の
範
E
B
内
の
こ
と
な
ら
ば
'
言
っ
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
程
臣
に
説
明
と
推
累
を
試
み
た
O
こ
れ
ら
の
表
を
検
討
し

て
い
た
だ
く
は
あ
い
に
へ
　
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
'
学
年
に

上
り
は
な
は
だ
多
く
の
等
象
を
見
出
す
こ
こ
が
で
き
る
ば
あ
い
と
、
そ
う
で
は

な
く
'
極
め
て
変
化
の
乏
し
い
そ
れ
と
が
併
存
す
る
と
い
-
こ
と
で
あ
る
。
学

年
の
性
柏
と
い
-
よ
り
も
学
校
の
性
格
が
'
は
っ
き
り
出
て
い
る
の
だ
と
言
っ

た
方
が
通
し
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
へ
そ
-
い
う
点
を
考
E
j
.

し
て
見
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
軍
l
k
T
印
項
に
は
1
部
試
祝
し
て
倭

用
さ
れ
た
部
分
の
あ
る
こ
と
を
'
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
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ハ
第
一
豪
∨

竺
表
か
ら
の
み
見
る
か
ぎ
。
・
す
べ
て
こ
の
学
年
に
わ
た
っ
て
、
ど
も
り
瑛

象
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
へ
こ
の
表
に
宗
記
さ
れ
た

小

　

　

　

　

　

　

　

い

*

'

-

'

'

-

・

-

>

*

サ

　

∴

‥

・
:
<
i
'
-
.
.
*
'
_
 
'
・
*
・
*
蝣
-
>
-
=
-
-
'
V
l
-
,
 
'
*
-
'
'
,
*
・
-
∵
∴
　
・
な
い

・
/
　
　
I
・
*
.
.
,
,
-
 
-
J
・
　
∴
　
、
1
-
.
∴
　
　
　
　
い
の
は
t

t
他
学
年
に
-
ら
べ
て
、
長
く
話
し
た
た
め
と
見
ら
れ
る
O
　
(
注
)
同
一
人
に
へ

こ
の
班
象
が
真
申
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

F

h

H

一イ
韓
純
な
こ
と
の
-
り
か
へ
し

LⅦHu

llfl

年

一

3

　

年

ア

ノ

ア

ノ

<
第
2
宍
∨

>
1
二
・
蝣
'
J
は
t
　
に
か
蝣
f
l
蝣
-
石
竹
r
[
l
I
;
;
:
,
V
X
v
T
!
i
L
な
が
ら
‖
∵
し
い
人
:
V
.
*
i
た

-
と
よ
い
。
第
二
表
に
み
ら
れ
る
謂
例
は
'
「
ア
ノ
ー
へ
　
ア
ノ
ー
」
　
「
ポ
ク

ワ
へ
　
ボ
ク
ワ
」
と
同
一
語
句
を
繰
返
し
て
い
る
机
に
'
自
分
の
述
べ
よ
-
と
す

る
こ
と
を
輔
の
中
に
ま
と
め
あ
げ
よ
う
と
努
力
し
た
り
'
あ
る
い
は
へ
自
己
の

詣
厩
を
再
砿
認
す
べ
く
慰
起
し
て
い
る
の
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
'
筋

一
学
年
の
「
マ
タ
デ
キ
タ
ラ
・
・
-
・
'
ラ
'
」
あ
る
い
は
へ
第
五
学
年
の
「
ア
ユ

ナ
ク
ナ
ル
ノ
ガ
サ
ビ
シ
イ
カ
ラ
(
ユ
ー
ト
)
ア
ユ
ナ
ク
ナ
刀
ノ
ガ
サ
ビ
シ
イ
カ

ラ
」
な
ど
で
あ
ろ
-
。
こ
の
第
五
学
年
の
例
は
、
参
考
に
あ
げ
た
も
の
の
中
か



ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
同
一
語
句
の
問
に
挿
入
さ
れ
た
「
エ
ー
ト
」
に
よ

っ
て
、
話
者
の
頭
の
中
で
の
想
い
廻
ら
し
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
と

考
え
て
'
特
に
引
用
し
た
。

し
か
も
へ
　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
'
か
か
る
例
が
第
五
学
年
を
真
申
に

は
さ
ん
だ
時
期
に
多
く
み
か
け
ら
れ
る
と
い
-
こ
と
で
あ
る
O
こ
れ
は
第
一
・

二
学
年
と
い
う
低
学
年
や
節
三
学
年
と
い
-
中
学
年
前
期
に
位
…
脱
す
る
児
式
生

徒
に
あ
っ
て
は
'
自
分
の
思
っ
た
唯
一
つ
こ
と
を
'
し
か
も
短
-
し
か
言
え
な

い
の
だ
と
い
う
こ
と
'
そ
し
て
だ
ん
だ
ん
と
高
学
年
に
行
く
に
従
っ
て
へ
多
く

の
こ
と
を
'
あ
る
い
は
'
故
雑
な
こ
と
を
自
己
の
話
中
に
盛
り
込
み
た
い
と
い

-
欲
望
が
強
ま
っ
て
く
る
の
だ
と
い
-
こ
と
を
暗
元
し
て
い
る
と
も
い
え
る
o

今
一
つ
a
'
味
深
-
思
わ
れ
る
こ
と
は
'
繰
返
し
の
問
に
'
自
分
の
感
情
の
よ

り
一
層
の
閉
経
化
が
な
さ
れ
た
り
'
状
態
の
具
象
化
が
促
進
さ
れ
て
行
-
こ
と

か
あ
る
と
い
-
覇
実
で
あ
る
。
(
例
え
ば
「
セ
ン
セ
ー
ガ
コ
ラ
'
セ
ン
セ
イ
ガ

(
ム
チ
ヲ
モ
ッ
テ
)
　
コ
ラ
レ
ク
ト
キ
」
の
如
く
.
)
こ
の
こ
と
は
、
先
に
参
照

V
j
」
ん
こ
し
J
v
-
'
L
:
っ
人
!
」
:
.
」
圭
の
I
　
　
の
r
-
∴
T
J
.
?
?
r
オ
ド
'
ズ
イ
ブ
ン
'

オ
ド
ロ
キ
マ
シ
タ
」
ヰ
.
甘
班
中
に
あ
げ
ら
れ
た
「
シ
ソ
ノ
ソ
コ
(
ア
ノ
)
　
パ
ラ

ノ
ソ
コ
」
あ
る
い
は
「
ジ
ギ
T
3
1
チ
ユ
ー
ニ
キ
n
l
シ
ツ
ヲ
文
ケ
ヂ
タ
ト
コ
P

ワ
(
ア
ノ
)
ソ
ト
ユ
デ
テ
ィ
ッ
タ
ト
コ
ロ
ワ
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
単
な
る
同

一
語
の
繰
返
し
か
ら
言
い
か
え
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
例
と
閑
達
さ
せ
て
考
察

す
る
と
'
話
者
の
心
的
状
態
が
察
せ
ら
れ
て
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
O

ヽ
~
ノ
ウ
　
蝣
Z
-
2
-
i
i
>
」
-
j
サ
<
o
∴
r
l
き
f
J
J
て

′
t

八
t
?
.
ォ
茨
∨

こ
れ
だ
け
の
資
料
か
ら
'
何
か
を
推
察
し
よ
う
な
ど
と
い
-
こ
と
は
、
極
め

て
后
i
J
で
J
i
-
A
-
i
O
が
t
　
の
よ
-
た
こ
と
は
'
a
つ
て
-
*
P
t
 
q
T
J
し
て
　
<
=
蝣
>
!
は
い

え
な
い
だ
ろ
-
。
第
三
学
年
の
例
I
 
'
先
生
と
い
い
か
け
て
へ
先
生
で
は
な
く

て
'
生
徒
だ
と
宕
試
し
て
'
そ
の
よ
う
に
い
い
扱
え
た
も
の
と
解
釈
で
き
る

が
'
第
五
年
の
三
例
は
'
そ
れ
と
は
'
多
分
に
趣
き
を
こ
と
に
し
て
い
る
。
_
例

え
ば
「
セ
ン
セ
、
サ
ク
ラ
イ
セ
ン
セ
ワ
」
　
「
カ
オ
ヲ
'
カ
オ
'
カ
オ
イ
p
ヲ
」

の
如
き
は
'
先
生
と
い
い
か
け
た
と
た
ん
に
へ
そ
の
先
生
は
'
桜
井
と
い
-
姓

の
限
定
さ
れ
た
人
物
だ
と
い
-
意
識
が
何
ら
か
の
か
た
ち
に
お
い
て
鋤
い
た
の

で
あ
り
'
斑
と
い
っ
て
か
ら
、
実
際
に
'
自
分
の
い
わ
ん
と
す
る
顔
と
い
-
の

は
'
祝
色
な
ん
だ
と
い
-
意
識
が
励
ら
き
'
そ
れ
を
他
者
に
明
示
し
よ
う
と
す

る
限
琵
意
識
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
イ
イ
ト
」
を

「
イ
イ
ナ
ト
」
に
言
い
な
お
し
た
の
は
、
単
な
ア
ご
」
と
ば
の
は
ず
み
と
か
'
同

.
J
語
を
繰
返
す
こ
と
に
よ
る
自
己
の
感
情
の
強
調
で
あ
る
と
も
解
せ
ら
れ
な
い

こ
と
は
な
い
が
、
今
少
し
深
く
詮
索
す
る
な
ら
ば
へ
聞
き
手
に
対
す
る
話
者
の

配
ば
'
す
な
わ
ち
自
己
の
感
じ
た
こ
と
を
他
者
に
お
し
つ
け
よ
う
と
す
る
心
的

態
k
h
'
か
ら
へ
自
今
?
!
'
f
A
-
E
V
.
-
r
^
V
,
-
こ
い
,
-
.
r
-
:
直
に
や
わ
ら
げ
人
∵
蝣
'
-
G
-
>
J

-112-



も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。

第
六
学
年
の
「
コ
ド
モ
'
セ
イ
ト
ガ
」
に
し
て
も
'
同
じ
こ
と
を
単
に
言
い

か
え
た
だ
け
だ
と
考
え
-
る
が
、
(
又
へ
そ
の
程
度
の
推
測
の
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
方
が
安
全
で
'
賢
明
と
い
-
も
の
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
)
話
者
の

心
中
に
子
供
は
子
供
だ
が
'
こ
れ
は
学
校
の
生
徒
な
ん
だ
と
い
う
限
定
意
.
F
D
が

換
起
さ
れ
た
も
の
と
陥
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
-
で
あ
る
。

先
に
も
、
'
F
へ
た
よ
う
に
、
僅
少
な
が
ら
も
ど
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
調
査
で

あ
る
た
め
t
 
V
'
J
か
ら
粍
憩
亡
れ
た
こ
と
・
f
V
リ
け
い
t
 
j
.
i
-
n
'
的
な
r
^
.
S
'
O
i
J
'
:
付
け

か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
な
い
で
も
な
い
が
'
臆
測
を
た
-
ま
し
く
し

・

.

(

'

ニ

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

.

 

・

∵

.

.

・

・

-

;

-

-

'

'

-

.

.

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
'
児
舘
岩
話
し
こ
と
ば
の
発
達
の
様
態
を
考

え
る
場
合
に
'
一
応
、
注
目
し
て
い
い
こ
と
だ
と
い
え
る
。
な
お
臆
測
を
た
く

ま
し
-
し
て
と
の
限
句
を
付
し
た
の
は
'
1
'
二
学
年
に
お
け
る
お
し
ゃ
べ
り

の
分
立
と
五
'
六
学
年
に
お
け
る
そ
れ
と
の
問
に
'
非
常
な
相
違
が
存
す
る
こ

と
'
そ
の
他
を
考
だ
し
た
た
の
で
あ
る
.

ヽ
ノエ
　
　
ー
　
ア
ノ
　
ー

′
_
ヽ

(
n
)
寸
・
・
蝣
-
・
*
イ
ブ
ン

オ

ド

B

キ

マ

シ

タ

<
」
H
C
>

午
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第
五
裏
は
'
よ
-
見
か
け
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
こ
こ
で
あ
ら
た
幼
く
取
り
あ

げ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

y
.
+
.
」
.
'
i
:
:
蝣
'
蝣
'
蝣
'
‥
・
皇
-
T
-
.
∴
;
;
-
t
-
'
-
に
述
べ
人
;
r
,
;
t
、
‡
皇
∵
　
㌫
こ
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
必
要
感
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
'

数
少
な
い
例
で
は
あ
る
が
'
こ
こ
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

ヽ
ノキ
　
i
E
-
M
^
U
O
い
い
・
>
・
>
.
・
;
お
よ
び
巾
:
¥
i
-
ア
.
^
¥
^
v
r
r
式
<
'
?
;
山
へ
の

lⅦM

い
い
・
w
え
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右
の
第
七
表
は
、
助
詞
の
使
用
法
に
児
斑
生
徒
が
習
熟
し
て
行
く
過
程
を
見

る
た
め
に
へ
　
÷
r
¥
-
:
-
.
r
ぱ
ふ
い
蝣
i
y
-
^
-
i
.
.
巧
に
蝣
f
'
-
f
j
げ
t
 
m
r
.
w
汀
も
思
い
つ

か
・
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'
<
い
き
]
・
,
i
に
.
秤
-
.
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:
-
n
-
m
-
-
蝣
蝣
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蝣
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し
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蝣
<
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二
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屋
根
よ
り
高
い
竹
民
と
i
f
t
現
し
た
い
の
だ
が
'
「
T
n
リ
」
と
い
-
助
詞
が
な
か

な
か
頭
に
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ
た
た
め
に
「
ヤ
ネ
カ
へ
　
ヤ
ネ
ノ
ウ
エ
」
と
言
い

よ
ど
ん
だ
も
の
と
考
え
-
る
。

一
方
へ
第
三
学
年
の
「
ガ
ッ
コ
ー
ガ
'
.
ガ
ッ
コ
ー
ノ
キ
n
l
シ
ツ
」
の
ば
あ

い
は
'
主
柏
と
属
棺
の
S
:
|
説
が
す
で
に
区
別
さ
れ
て
存
す
る
の
で
あ
る
が
へ
そ

の
同
法
を
一
時
的
に
誤
っ
て
し
ま
い
'
　
し
た
の
で
あ
り
、
「
ボ
ク
ガ
」
と
い

い
は
「
め
た
の
て
　
　
J
-
'
C
¥
二
」
と
は
,
 
-
.
-
J
S
'
-
.
C
!
i
^
r
.
S
<
:
で
ォ
!
C
'
-
1
J
^
心
.
.
.
J
L

v
,
実
際
に
「
ポ
ク
ガ
。
」
　
す
る
わ
け
で
も
'
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
だ
が

「
ポ
グ
ダ
ツ
タ
ラ
」
と
い
い
あ
ら
た
め
た
の
で
あ
っ
て
'
両
者
の
用
法
の
相
異

は
知
覚
し
て
い
る
の
だ
が
'
未
だ
明
確
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
学
年
の
「
イ
ッ
タ
ラ
へ
イ
ッ
タ
ト
キ
ニ
」
の
如
き
は
'
同
一
の
誹
が
ら

を
述
べ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
後
者
の
方
が
よ
り
一
層
限
定
的
で
あ
り
、
こ

∵

　

　

　

　

'

・

・

、

　

　

　

　

∵

"

"

'

"

'

・

'

,

,

'

'

*

-

'

'

*

-

*

.

】

?

っ

蝣

i

J

 

-

賃
五
学
年
に
お
い
て
も
'
類
似
し
た
言
輩
の
い
い
か
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。

°

°

　

　

　

　

　

　

　

0

0

°

「
ミ
テ
イ
ク
ト
キ
」
「
ミ
テ
ィ
ッ
タ
・
L
キ
」
と
あ
ら
た
妙
た
時
制
の
慧
詩
の
あ

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

°

ら
わ
れ
や
'
あ
る
い
は
、
「
マ
ド
カ
ラ
ト
ビ
〆
シ
テ
」
　
を
　
「
ト
ビ
ダ
シ
タ
リ
」

°

　

°

　

°

に
変
更
し
'
逆
に
「
キ
ョ
-
シ
ツ
ニ
ハ
イ
ッ
チ
キ
ク
リ
」
何
々
し
た
り
と
続
け

0

る
と
こ
ろ
を
思
い
止
ま
っ
て
「
ク
ル
j
・
」
と
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
興
味
を
抱

か
せ
て
-
れ
る
。
そ
れ
が
第
六
学
年
に
な
る
と
'
姿
を
消
し
は
じ
め
る
と
い
う

㌫
」
:
i
)
-
な
二
j
-
ら
?
・
」
蝣
・
蝣
-
.
j
白
い
。

賃
八
宗
に
か
か
げ
た
双
つ
頭
の
詩
文
に
し
て
も
'
四
、
五
の
両
学
年
に
一
つ

'
蝣
*
-
'
・
　
∴
わ
　
　
　
　
　
‥
∴
　
　
　
　
い
t
 
A
.
]
∵
　
　
∵
　
主
　
　
・
*
-
・
'

う
と
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
作
調
の
傍
証
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

<」-?.八r "'̂
>

e
感
想
の
対
象

的
e
T
u
に
対
す
る
岱
思
を
へ
前
に
で
て
-
-
T
.
汁
v
i
.
る
こ
'
J
-
1
C
-
T
山
」
た
わ
け
で
v
i
'
る

け
れ
ど
も
へ
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
へ
ど
の
よ
-
に
の
べ
れ
ば
い
い

に
∴
　
　
　
　
∴
.
.
.
二
　
　
∴
　
　
・
*
蝣
-
V
t
　
ォ
!
・
.
-

語
の
な
に
が
'
ど
ん
な
ふ
-
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
か
は
'
児
宝
に
よ
っ
て
違
っ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
各
学
年
ご
と
に
、
対
象
の
え
ら
び
か
た
'
と
り
あ
げ
か

た
の
㌫
i
i
i
c
H
テ
レ
し
め
て
.
(
た
ー
」
0
」
'
」
が
ふ
'
J
O
'
で
れ
に
"
j
j
C
-
よ
-
に
&
-
蝣
L
-
-

し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
る
の
も
興
味
あ
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
'
今

は
t
 
A
J
-
詛
」
げ
な
い
。
(
出
初
に
蝣
f
1
-
f
l
げ
た
V
.
1
I
析
-
蝣
-
^
-
'
-
:
宍
り
　
圭
J
'
n
 
'
.
.
L
i
l
-
>
て
い
た

だ
き
た
い
)

一
年
生

話
の
対
象
の
い
く
つ
か
を
探
し
出
す
こ
と
に
折
々
と
す
る
状
態
に
あ
る
の

-
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中
心
で
あ
る
。

(
例
)
ア
ノ
ネ
ア
ブ
セ
ー
ト
ガ
ネ
ア
ノ
マ
ド
カ
ラ
ト
ビ
オ
リ
テ
ネ

タ
ン
ポ
ノ
イ
ッ
ボ
ン
ミ
チ
ト
ー
ツ
テ
ネ
モ
リ
ノ
ネ
ア
ノ
キ
ノ

イ
ツ
テ
ネ
モ
リ
ノ
.
1
ィ
シ
へ
イ
ツ
テ
カ
ラ
ネ
ウ
マ
ノ
リ
シ
タ

二
年
生

∵
け
'
「
∴
言
:
仕
上
し
い
・
J
i
㌣
-
c
;
.
j
い
1
-
-
・
・
*
,
-
ち
L
兵
に
は
v
j
V
;

し
い
と
日
工
f
i
す
、
J
蝣
.
.
-
'
.
'
.
'
A
I
,
い
r
わ
T
l
,
エ
㌻
J
D
)
い
ま
し
た
'
∵
J
<
-
'
'
7
"
-
,
∵
1

対
す
る
感
じ
へ
評
価
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
対
象
は
'
・
あ
そ
び
な

ど
の
問
辺
か
ら
'
先
生
へ
生
徒
へ
学
校
に
移
行
し
て
い
る
o

(
例
)
サ
ク
ラ
イ
セ
ン
セ
ー
ワ
カ
ワ
イ
ソ
ー
ダ
ナ
ト
オ
モ
イ
マ
シ
タ

ド
-
セ
イ
ト
ニ
へ
ソ
ナ
コ
ト
ヲ
イ
ワ
レ
タ
ン
カ
ラ

三
年
生

生
徒
が
先
生
の
似
顔
を
口
の
中
へ
入
れ
る
の
が
お
も
し
ろ
い
、
子
供
た
ち
の

し
か
え
し
の
し
か
た
が
お
も
し
ろ
い
'
生
徒
の
数
が
少
な
い
か
ら
か
わ
い
そ
う

だ
'
と
い
-
よ
-
に
'
粕
か
-
'
対
負
の
様
態
を
つ
か
み
へ
感
慰
と
し
て
い

ス
誉
-
:
-
_
;
¥
-
i
2
-
>
^
'
い
T
i
'
.
'
.
_
"
,
.
1
2
.
f
.
-
V
i
i
O
。

(
例
)
ア
ノ
イ
チ
'
バ
ン
サ
イ
ブ
ノ
二
へ
イ
ガ
ツ
コ
-
ワ
キ
T
n
カ
ギ

リ
デ
オ
ヮ
ル
ト
ユ
ウ
ト
コ
ロ
ワ
チ
ヨ
ッ
ト
コ
コ
P
ガ
コ
コ
ロ
ボ
ソ
イ

ト
オ
そ
イ
マ
シ
タ

四
年
生

∵
言
さ
1
-
-
-
i
~
:
i
'
-
'
-
*
∴
て
い
る
圭
油
川
て
-
一
'
.
'
ぐ
:
"
'
-
-
ォ
'
*
'
l
i
-
*
-
-
蝣
*
<

∴
㌻
∴
-
.
」
r
:
¥
ト
、
-
T
,
:
_
-
・
;
;
-
;
-
ん
'
蝣
'
!

1
・
-
∴
∵
)
・
>
'
^
-
j
-
＼
な
つ
U
ゆ
・
＼
心
H
-
v
*
蝣
-
化

に
'
あ
ん
な
く
ら
し
が
し
て
み
た
い
と
い
-
物
語
の
生
沼
へ
の
同
化
に
'
物
語

」
-
:
-
'
-
y
i
i
t
照
.
∴
汁
r
、
ね
て
い
,
r
.
-

(
例
)
ッ
ギ
ニ
コ
ー
カ
ヲ
ウ
タ
ウ
ト
キ
ニ
ワ
ガ
ア
ノ
ハ
ゲ
ア
タ
マ

ト
ウ
タ
ウ
ト
キ
ニ
ト
マ
ッ
チ
イ
タ
ト
キ
ワ
ソ
シ
タ
ラ
ミ
サ

ク
ラ
イ
セ
ン
セ
-
ガ
ヒ
ト
リ
デ
ハ
ゲ
ア
タ
マ
ト
イ
ツ
タ
ラ
イ
ッ
タ
ト
キ

テ
ミ
ン
ナ
ガ
ソ
コ
テ
ト
マ
ッ
チ
シ
マ
ッ
ク
ト
キ
ワ
ホ
ン

ト

ー

ニ

　

ヤ

ッ

パ

リ

　

サ

ク

ラ

イ

セ

ソ

セ

ー

ガ

　

ス

キ

ダ

ッ

ク

　

ヨ

ー

ニ

　

カ

ン
*
,
¥
マ
ス

五
年
生

四
年
の
延
長
と
し
て
、
成
-
j
慰
が
い
ち
だ
ん
と
托
実
化
し
て
-
る
。
生
徒
の
腕

白
な
様
子
へ
桜
井
先
生
の
態
度
'
な
ど
に
'
精
扱
な
鋭
窮
が
行
な
わ
れ
て
い

s
s(

例

)

　

ソ

レ

カ

ラ

　

ヨ

シ

ゾ

-

ガ

　

ゲ

ン

コ

ー

ト

　

サ

ク

ジ

ヤ

　

ア

ノ

ー

　

チ

ヨ

ッ

ト

　

ハ

ヲ

　

ア

ノ

　

ス

コ

シ

ズ

ツ

　

ハ

ガ

シ

タ

　

ト

コ

D

.

ナ

ド

ワ

　

ズ

ル

ガ
シ
コ
イ
ト
　
オ
モ
イ
マ
シ
タ
ー
-
-
・
・
・
ア
ノ
ー
　
ケ
ン
ド
-
ワ
　
ア
ノ
　
コ

ノ

　

シ

ソ

ノ

ソ

コ

　

ア

/

　

パ

ラ

ノ

ソ

コ

カ

ラ

　

ア

ノ

　

キ

ア

イ

ヲ

　

イ

レ

テ

ア

ノ

　

タ

タ

カ

ワ

ナ

ケ

レ

'

ハ

　

イ

ケ

ナ

イ

ノ

ニ

　

イ

ツ

モ

　

ニ

コ

ニ

コ

　

シ

テ

　

ィ

ル

　

ト

コ

ロ

ナ

ン

カ

ワ

　

ア

ノ

　

マ

ル

デ

　

ア

ノ

　

パ

ラ

ノ

ソ

コ

カ

ラ

ニ
コ
ニ
コ
　
シ
テ
　
イ
ル
T
n
ウ
ダ

」'.J-:*1

六年になると'いかなる理由によるのかtK白でないけれどもへ

物語日作に,6-入っていくのではな-Ctやや閉琵的放念でもっ

て、--(,;JしたIJこ・.二し、t-㌫-蝣>:蝣-蝣-.べていl?-た㌣C,叩

㌫で㌫&*--"}-るといっ」∵)こ入「rr-f.->蝣

7--'--TvTsている"III祥tE]

年へ五年で見られた物語のおもしろさへの接近が探知できない。

(例)コノニへ-ガツコーワタイへンオモシロイトコPデ

スケドセンセ-ワイツそこコニコシティテアンマリ

オコラナイカラコドモセイトタチガ〆ラケテイルカラモ

ットシカツテアノーコノクラスミタイニキチントシ

テモライタイトオモツタ

瓜概説Ⅴ
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B　話し方の評価

A　話し方の評価結果一覧表(A) 〔個人別〕

話 す 態 度 の 評 価 声 の 出 し 方 の 評 価

1 2 3 4 . 5 <; j 7

目 姿
勢

身 動
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…

㌫ …
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L
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照
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生 落 楽 口
き ち し の

ヲ
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ワ

p
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E

(
局

F 栗 幅

( さ 1 の連 れ 項
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X
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一
票
,
に
、
m
r
=
岩
間
辺
で
行
な
う
こ
と
が
ら
を
物
語
の
中
に
探
す
こ
に
終

わ
り
,
い
ま
だ
,
物
語
の
結
盟
の
鱗
L
h
.
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
年
に
な
る
と
,
登
場
人
物
に
対
す
る
'
児
斑
自
身
の
感
想
を
述
べ
る
こ
と

.

*

,

 

*

・

-

-

'

.

,

・

　

'

'

'

,

'

・

'

-

-

∴

　

　

　

‥

・

・

∴

は
、
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

三
符
で
は
'
物
語
の
お
も
し
ろ
い
個
所
を
指

摘
で
き
る
よ
-
に
な
っ
て
い
る
。
対
象
が
こ
ま

か
く
な
っ
て
い
る
の
は
'
そ
れ
だ
け
物
語
を
理

脱
す
る
隠
力
が
増
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
だ

J
ハ
蝣
r四
年
、
五
年
は
'
物
語
の
お
-
,
-
r
-
J
ろ
さ
の
核

心
に
ふ
れ
た
f
e
>
州
仙
が
で
て
く
る
学
年
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
O
物
語
と
の
同
化
へ
物
語
を
適
し

て
の
自
己
の
吾
㌫
表
出
を
み
る
こ
と
が
で
き

一
V

:

.

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

+

.

・

.

.

・

　

・

 

・

・

・

　

'

.

・

・

:

し
て
、
自
己
の
も
つ
伶
悶
転
で
も
つ
て
'
作
品

批
判
,
語
物
人
物
の
批
判
二
目
を
向
け
て
い
る
。

物
部
省
け
の
告
磐
が
も
う
i
J
=
了
し
た
だ
帽
と
い

う
よ
り
,
安
易
に
そ
こ
㍗
純
・
出
し
た
応
が
あ
る
O

今
ま
で
述
べ
盲
た
こ
)
J
は
、
大
ま
か
な
机
班

で
あ
っ
て
,
窯
整
撃
-
タ
-
を
開
い
て
評
定

.

:

・

・

・

.

.

　

　

　

:

・

・

・

・

・

.
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話
し
方
の
評
価
結
果
一
覧
宍
(
B
)
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B
　
話
し
方
(
話
す
態
だ
'
声
の
出
し
方
)
の
評
価

こ
れ
は
、
先
に
調
充
の
方
法
の
と
こ
ろ
で
の
べ
た
よ
-
に
、
今
ま
で
行
な
っ

て
き
た
の
が
'
話
の
内
容
に
絞
討
を
加
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
'
話

し
方
を
'
態
だ
'
芦
の
画
か
ら
検
討
し
よ
-
と
し
た
も
の
で
あ
る
.
こ
れ
は
、

正
花
に
行
な
わ
れ
た
と
し
た
ら
'
掲
出
出
の
話
し
か
た
の
発
達
の
様
子
が
明
ら
か

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
児
童
の
話
し
方
に
は
'
一
般
的
に
は
ど
の
よ
-
な

欠
陥
が
あ
る
の
か
ヘ
ビ
の
点
に
頂
点
を
お
い
て
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を

掘
る
こ
-
^
・
f
∴
蝣
J
^
j
i
O
-
蝣
'
I
c
h
う
　
(
p
s
;
:
s
j
-
し
蝣
-
:
)
沃
-
蝣
:
;
r
-
蝣
-
 
'
た
訂
佃
を
'

個
々
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
'
多
-
の
児
詔
に
つ
い
て
く
り
返
す
な
ら

ば
へ
各
項
目
の
関
逆
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
O
た
と
え
ば
へ
声

の
出
し
方
の
よ
し
あ
し
は
'
姿
勢
の
よ
し
あ
し
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
だ
と

此
'
J
V
I
i
'
J
H
i

と
こ
ろ
で
へ
　
こ
れ
に
は
'
あ
ら
か
じ
の
E
意
し
て
お
い
た
用
紙
の
項
目
に
従

っ
て
へ
　
　
　
誓
草
L
i
i
l
を
.
山
蝣
'
-
 
'
'
-
i
'
二
石
す
り
Q
-
^
u
-
f
t
 
t
訂
;
i
i
i
>
下
す
と

い
-
方
法
を
と
っ
た
。
-
-
,
-
c
c
滝
i
で
は
、
別
表
に
元
し
た
(
イ
～
ヨ
)
に
対
立

す
る
項
目
が
も
-
け
ち
れ
て
い
て
'
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

7
(
大
小
)
に
つ
い
て
い
え
は
t
 
A
大
き
す
ぎ
た
　
D
ち
よ
-
ど
よ
か
っ
た

G
小
さ
す
ぎ
た
、
の
い
ず
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
(
他
の
二
項
も
同
機
)
に
な
っ
て

い
た
。
○
印
は
'
別
表
に
か
か
げ
た
方
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
対
立
す

る
項
目
を
選
ん
だ
も
の
は
、
紙
幅
の
都
合
で
'
×
で
元
す
こ
と
に
し
た
。

先
の
分
析
で
み
る
ご
と
く
へ
　
低
学
年
で
は
'
わ
ず
か
に
一
'
二
文
を
話
す
問

に
評
価
へ
記
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'
0
芦
の
出
し
方
に

つ
い
て
は
へ
大
部
分
録
音
に
よ
っ
て
補
な
い
㊤
態
だ
に
つ
い
て
も
'
二
'
三
度

・
蝣
蝣
1
1
'
八
L
V
.
^
H
z
豆
'
-
T
I
S
.
の
f
r
.
L
~
,
.
-
J
t
　
そ
の
-
'
-
 
'
蝣
f
.
v
S
N
'
i
っ
蝣
i
'
.
 
-

'
V
お
'
こ
r
.
-
冥
"
'
,
1
卜
4
-
A
'

.
二
言
t
.
小
蝣
'
>
-
.
'
'
(
・
＼
-
=
.
K
?
f
:
c
;
-
‥
で
、
r
-
叫
生
か
も
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
'
0
項
目
の
検
対
が
不
充
分
で
あ
っ
た
◎
観
察
者

が
t
,
_
*
-
,
.
^
-
-
蝣
_
.
;
-
一
に
¥
-
>
J
な
い
6
*
誉
'
-
T
'
"
J
t
g
-
;
ォ
c
∴
∴
V
i
S
i
V
に
も
た
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
'
評
価
の
基
雛
が
一
致
す
る
よ
-
に
く
ふ
う
す
べ
き
で
あ
っ

た
t
の
三
点
で
あ
る
O

蝣
-
I
/
'
山
上
・
7
の
-
t
J
i
'

n
:
'
蝣
!
工
は
t
M
;
*
-
:
:
-
1
上
り
「
.
F
-
-
+
T
T
卜
・
r
-
-
語
」
u
J
一

"
)
!
i
よ
っ
た
。

○
教
学
査
体
の
雰
囲
気
お
よ
び
気
づ
き

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
持
ち
こ
ま
れ
た
り
し
た
の
で
'
は
じ
め
は
'
何
が
と

び
出
す
か
と
興
味
を
も
ち
'
や
や
'
-
わ
つ
い
た
気
持
で
い
た
O
そ
れ
で
先
生

ま
た
は
へ
学
生
か
ら
の
説
明
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
へ
そ
の
ま
ま
へ
う
っ
か
り
聞

い
て
い
る
よ
-
で
'
感
想
を
ま
と
の
る
気
構
え
に
か
け
て
い
る
よ
-
に
も
見
え

た
。
物
語
そ
の
も
の
の
性
路
に
も
よ
る
け
れ
ど
も
、
部
分
的
に
は
買
声
が
起
こ

り
つ
つ
も
'
後
半
で
は
'
少
し
ば
か
り
、
あ
い
て
い
る
ら
し
い
様
子
の
も
の

も
い
た
。
低
学
年
に
つ
い
て
は
へ
の
考
え
な
が
ら
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
.
し

た
が
っ
て
'
長
く
感
想
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
⑦
誘
導
者
と
対
面
し
て

話
す
も
の
が
多
い
、
の
二
点
が
目
だ
っ
た
特
徴
で
あ
っ
た
。

○
各
項
目
に
つ
い
て
の
ま
と
め

イ
祝
緑
を
ど
の
よ
-
に
動
か
す
か
は
間
問
に
し
な
い
に
し
て
も
'
聞
き
手
を

Q
'
U
試
す
v
v
;
,
-
I
:
.
.
.
c
_
i
*
>
J
T
,
r
-
-
-
け
い
‥
な
-
J
'
r
.
-
!
∴
十
二
ご
こ
と
蝣
*
-
4
*
'
J
3
i
~
"

に
と
っ
て
v
>
l
i
r
-
I
T
l
&
V
S
:
る
ら
し
い
。
先
-
蝣
蝣
*
'
蝣
た
は
山
r
^
.
v
-
こ
い
に
い
.

C

箪
す
る
と
い
う
)
蝣
蝣
ハ
J
蝣
こ
と
二
I
i
;
J
い
-
,
S
m
J
T
二
L
t
T

f
、
∵
p
>
>
.
」
蝣
?
,
っ
て

話
す
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
o
こ
の
こ
と
は
へ
こ
の
調
査
の
場
合
に
限
ら

ず
'
と
き
・
㍉
蝣
J
蝣
‥
1
-
∵
^
!
f
i
H
f
'
も
っ
て
へ
^
1
の
^
i
'
-
M
-
Q
-
.
,
-
,
C

も
'
先
生
に
話
す
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
学
年
が
進
む
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'.-

に
し
た
が
っ
て
、
聞
き
手
の
方
を
十
分
に
は
見
な
い
に
し
て
も
、
聞
き
手

が
ク
ラ
ス
全
体
で
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
f
:
遠
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ

る
。
か
た
く
な
ら
ず
に
話
せ
る
か
否
か
は
'
学
年
に
よ
る
よ
り
も
'
そ
の
と
き

の
雰
囲
気
に
対
す
る
な
れ
の
程
控
や
個
人
の
性
柁
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い

ら
し
い
。
し
か
し
'
の
び
の
び
と
話
せ
る
も
の
と
へ
そ
-
で
な
い
も
の
と

の
差
は
、
学
年
が
進
む
ほ
ど
田
署
で
あ
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。

腰
や
背
中
が
ま
が
っ
て
い
な
い
か
と
い
-
点
に
つ
い
て
い
ゑ
ば
'
聞
き
手

を
見
て
い
な
い
に
し
て
も
、
先
生
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
っ
て
'

下
を
向
い
た
ま
ず
話
す
も
の
は
'
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
あ
る
。

手
の
や
り
場
に
は
'
誰
し
も
因
る
こ
と
で
あ
る
が
'
そ
の
こ
と
が
は
っ
き

り
結
果
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
O
お
ち
つ
き
が
な
い
ば
あ
い
、
手
の
位
定

を
自
然
に
保
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
低
学
年
で
は
'
手
を
ま
っ
す
ぐ

に
下
に
の
げ
し
て
い
る
か
'
手
わ
る
さ
を
し
て
い
る
か
で
あ
る
は
あ
い
が

多
い
。
高
学
年
に
な
れ
ば
'
軍
ぎ
手
を
よ
く
見
て
い
る
場
合
に
は
、
手
も

机
の
的
に
そ
っ
と
そ
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
っ
か
り
立
っ
て
い
る
か
ど
-
か
は
'
楽
し
そ
-
に
話
す
か
へ
　
い
や
い
や

話
す
か
に
か
な
h
か
か
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
調
査
の
結
果
か
ら

∵
　
　
　
、
,
-
'
,
.
:
u
-

の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
体
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

蝣

・

・

'

-

・

'

・

:

v

　

1

.

・

　

　

　

∴

・

・

1

∴

　

　

　

　

　

　

　

・

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
o
従
っ
て
'
不
必
要
に
体
を
動
か
し

た
り
し
な
か
っ
た
か
、
不
自
然
な
動
き
が
な
か
っ
た
か
と
い
-
点
が
注
目

さ
れ
た
の
で
あ
る
O
す
左
'
高
学
年
に
な
る
と
'
内
締
付
を
表
現
す
る
た
め

と
い
-
よ
り
、
も
っ
と
自
然
に
手
な
ど
の
鋤
く
こ
と
が
あ
る
d

叶
H
禁
.
ト
x
:
A
'
i
~
)
¥
ォ
?
j
L
-
,
'

,
'
.
・
j
*
-
'
で
y
-
i
i
v
こ
と
L
L
t
い
∴
し
二
.
い
し
て
い

る
こ
と
と
の
二
つ
が
'
ど
の
よ
う
に
区
別
で
き
る
か
と
い
う
点
は
'
問
融

が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
評
価
の
結
果
に
は
、
両
者
の
問
で
ひ
ら
き
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
'
こ
の
際
.
前
者
で
は
'
前
に
立
つ
と
き
の
動
作
な

ど
'
後
者
で
は
'
謁
し
て
い
る
と
き
の
梯
子
そ
の
も
の
が
拝
目
さ
れ
た
。

瑞
'
f
t
〕
C
'
-
K
^
・
蝣
/
!
!
蝣
'
'
'
'
い
?
、
」
J
-
芸
は
に
べ
も
し

そ
-
に
話
し
て
い
た
と
い
-
こ
と
は
少
な
い
け
れ
ど
も
へ
多
く
の
は
あ

い
へ
自
分
か
ら
進
ん
で
発
言
す
る
の
で
あ
る
か
ら
'
い
や
い
や
話
し
て
い

た
と
も
い
い
か
ね
る
。

山
'
-
'

x
4
霊
‥
Z
^
'
.
'
J
は
m
・
)
だ
が
Y
-
A
p
j
・
y
:
蝣
'
;
;
人
の
付
け
よ
る
'
-
'
I
'
-

1
.
蝣
‥
r
V
"
J
の

場
の
印
i
t
!
四
気
に
な
れ
て
い
る
か
ど
-
か
の
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

す
れ
ば
'
発
表
の
と
き
の
敬
重
の
k
四
気
が
'
い
つ
も
の
そ
れ
と
違
っ
て

い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
落
ち
着
き
も
さ
ま
た
け
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
o
因
み
に
へ
そ
わ
そ
わ
し
て
い
た
も
の
の
多
い
'
三
年
へ
六
年
は
'
学

生
が
誘
葛
の
役
を
担
っ
た
の
で
あ
る
o
(
五
年
も
)

口
C
門
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∴
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あ
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ら
れ
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わ
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あ
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あ
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あ
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あ
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'
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熊
に
'
蝣
i
-
:
:
f
-
.
%
'
.
9
あ

る
の
に
'
芦
に
張
り
が
あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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